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学
　
長

　
新
し
い
年
を
迎
え
、
学
生
諸
君
は
勉

学
に
新
た
な
覚
悟
を
持
っ
て
臨
ん
で
い

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
ま
た
ご
父
母
、

教
職
員
の
皆
さ
ん
に
は
ま
す
ま
す
元
気

に
ご
活
躍
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　
本
学
は
開
学
以
来
満
1
3
年
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
に
9
回
の
卒
業
式
を
行

い
、
卒
業
生
も
2
，
6
5
7
人
を
数
え
、

本
年
3
月
に
は
第
1
0
回
卒
業
式
を
、
4

月
に
は
第
1
4
回
入
学
式
を
迎
え
ま
す
。

新
潟
国
際
情
報
大
学
の
名
称
も
広
く
か

つ
確
実
に
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
い
る
次
第
で
す
。

　
最
近
、
小
・
中
学
校
で
は
、
学
習
・

進
学
塾
の
勉
強
に
力
を
入
れ
て
い
る
生

徒
を
除
く
と
、
学
校
外
で
は
ほ
と
ん
ど

勉
強
し
な
い
生
徒
が
多
く
、
同
時
に
無
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気
力
な
生
徒
が
多
く
な
っ
て
き
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
小
・
中
学
生

が
自
分
自
身
を
は
っ
き
り
認
識
す
る
と

い
う
教
育
を
受
け
て
い
ま
せ
ん
し
、
ま

た
外
か
ら
強
く
認
識
さ
せ
ら
れ
る
機
会

が
少
な
い
た
め
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
一

方
、
最
近
の
大
学
生
に
も
自
主
性
、
自

立
性
に
欠
け
無
気
力
な
学
生
が
少
な
く

な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
学
で
は
”
キ
ャ
リ
ア
開
発
。
教

育
で
、
ま
ず
自
己
を
し
っ
か
り
認
識
す

る
こ
と
か
ら
は
じ
め
、
当
該
学
年
次
の

学
生
の
多
く
が
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に

参
加
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
の
で
し
ょ

う
か
、
卒
業
前
か
ら
白
分
の
将
来
の
こ

と
、
選
択
す
る
職
業
の
こ
と
を
は
っ
き

り
と
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、

ほ
っ
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
私
の

時
代
は
、
大
学
入
学
の
た
め
家
を
離
れ

る
こ
と
が
少
な
く
な
く
、
在
学
中
の
ア

ル
バ
イ
ト
も
必
須
の
も
の
で
し
た
。
そ

し
て
大
学
を
卒
業
す
る
と
、
多
く
は
両

親
、
兄
弟
、
姉
妹
の
い
る
家
を
離
れ
、

ま
ず
職
に
就
き
一
人
で
の
生
活
か
ら
始

め
ま
し
た
。
自
立
心
を
持
つ
よ
う
教
育

を
受
け
た
わ
け
で
は
な
く
、
白
立
志
向

が
な
け
れ
ば
、
働
き
、
生
き
て
行
く
人

生
か
ら
の
脱
落
者
に
な
っ
て
し
ま
う
か

ら
で
し
た
。
ご
両
親
、
ご
親
族
の
温
か

い
保
護
が
あ
る
の
は
大
変
あ
り
が
た
い

こ
と
で
す
が
、
こ
れ
に
甘
え
す
ぎ
、
そ

の
中
に
ど
っ
ぷ
り
と
浸
か
る
の
で
は
な

く
、
し
っ
か
り
と
自
立
心
を
持
っ
た
社

会
人
と
し
て
活
躍
で
き
る
よ
う
、
学
生

時
代
か
ら
心
掛
け
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

　
ご
父
母
の
皆
さ
ま
や
本
学
の
卒
業
生

を
採
用
い
た
だ
い
て
い
る
企
業
、
機
関

の
皆
さ
ま
か
ら
は
、
本
学
の
学
生
教
育
・

指
導
の
あ
り
方
に
つ
き
ま
し
て
、
い
つ

で
も
遠
慮
な
く
ご
意
見
を
お
寄
せ
頂
き

た
い
と
存
じ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
本
学

の
学
生
教
育
・
指
導
に
役
立
た
せ
て
ま

い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
な
お
、
本
学

で
は
平
成
1
9
年
度
内
に
日
杢
局
等
教
育

評
価
機
構
こ
よ
る
認
証
評
価
を
受
け
る

こ
と
に
し
て
お
り
、
大
学
自
ら
が
常
に

自
已
点
検
・
評
価
を
行
い
教
育
研
究
の

充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
新
し
い
年
を
迎
え
ら
れ
覚
悟
も
新
た

な
皆
さ
ま
方
の
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
と

ご
活
躍
を
祈
念
し
、
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。
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本
学
薪
潟
中
央
キ
ャ
ン
パ
ス
と
、

J
I
C
A
中
国
事
務
所
（
北
京
市
）

を
つ
な
ぐ
テ
レ
ビ
会
議
「
学
生
の

視
点
か
ら
考
え
る
㌔
新
潟
と
中
国

－
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
利
用

し
た
オ
ル
タ
ー
ナ
テ
ィ
ブ
・
メ
デ

ィ
ア
の
構
築
」
が
u
月
乃
日
に
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
テ
レ
ビ
会
議
は
、
学
生
が

情
報
収
集
・
発
信
に
主
体
的
に
か

か
わ
り
、
既
存
の
メ
デ
ィ
ア
と
は

異
な
る
メ
デ
ィ
ア
（
「
オ
ル
タ
ー

ナ
テ
イ
ブ
・
メ
デ
ィ
ア
」
一
を
構

築
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
た
な

国
際
理
解
教
育
の
あ
り
方
を
模
索

し
て
い
く
本
学
の
共
同
研
究
の
中

で
着
想
さ
れ
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
会

議
の
中
で
は
、
北
京
と
新
潟
の
現

在
の
状
況
を
互
い
に
報
告
す
る
こ

新
た
な
国
際
理
解
教
育
の
あ
り
方
を
模
索

と
に
よ
っ
て
、
草
の
根
レ
ベ
ル
で

の
交
流
を
促
進
し
つ
つ
、
北
京
お

よ
び
新
潟
に
関
す
る
等
身
大
の
情

報
を
交
換
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
日

中
間
協
力
の
可
能
性
を
探
る
こ
と

を
課
題
と
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
日
本
側
で
は
本
学
教

員
、
学
生
、
卒
業
生
、
一
般
市
民

を
含
む
約
珊
人
が
、
一
方
の
中
国

側
で
は
、
本
学
と
提
携
関
係
に
あ

る
北
京
師
範
大
学
歴
史
学
院
教
員

と
大
学
院
生
、
そ
し
て
同
大
学
に

留
学
中
の
本
学
学
生
を
含
む
約
3
0

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
北
京
師
範

大
学
歴
史
学
院
長
の
楊
共
楽
教
授

に
よ
る
開
会
の
あ
い
さ
つ
に
続
い

て
、
第
－
部
で
は
、
北
京
師
範
大

学
歴
史
学
院
の
梅
雪
芹
教
授
か
ら

「
中
日
の
環
境
問
題
と
そ
の
保
護
」

と
い
う
題
で
、
戦
後
日
本
の
公
害

問
題
の
経
験
が
い
か
に
申
国
の
人
々

の
現
在
の
環
境
問
題
へ
の
対
応
に

生
か
さ
れ
う
る
の
か
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。
日
本
側
会
場
で
は
、
　
「
中

国
の
学
生
は
環
境
問
題
に
ど
の
程

度
関
心
を
持
っ
て
い
る
か
」
、
　
「
日

本
の
学
生
が
中
国
の
環
境
問
題
に

対
し
て
で
き
る
こ
と
は
あ
る
か
」

な
ど
の
質
問
が
学
生
か
ら
な
さ
れ
、

討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
第
2
部
で
は
、
北
京
師
範
大
学

歴
史
学
院
の
唐
利
国
副
教
授
か
ら
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
を
控
え
た
北

京
の
現
状
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
側
会
場
で
は
「
北
京
の
町
並

み
の
変
化
に
対
す
る
地
域
住
民
の

反
応
は
ど
う
か
」
、
　
「
北
京
以
外

の
地
域
へ
の
社
会
的
経
済
的
効
果

は
あ
る
の
か
」
な
ど
の
質
問
が
学

生
か
ら
な
さ
れ
、
討
論
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
第
3
部
で
は
、
本
学
学
生
が
作

成
し
た
ビ
デ
オ
「
新
潟
の
現
在
」

が
上
映
さ
れ
、
新
潟
水
俣
病
や
新

潟
の
消
費
文
化
に
つ
い
て
の
報
告

が
渋
谷
孝
政
さ
ん
一
情
報
文
化
学

科
4
年
一
か
ら
行
わ
れ
ま
し
た
。

中
国
側
会
場
か
ら
は
、
　
「
日
本
の

学
生
は
環
境
問
題
に
対
し
て
ど
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
の

か
」
な
ど
の
質
問
が
な
さ
れ
、
渡

邊
悠
規
さ
ん
一
情
報
文
化
学
科
3

年
一
が
リ
プ
ラ
イ
す
る
形
で
討
論

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
本
学

情
報
文
化
学
部
長
の
槻
木
公
一
教

授
に
よ
る
閉
会
の
あ
い
さ
つ
で
会

議
を
終
了
し
ま
し
た
。

　
2
時
間
の
テ
レ
ビ
会
議
で
し
た

が
、
通
信
上
の
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
、

い
ず
れ
の
報
告
に
も
テ
レ
ビ
会
議

シ
ス
テ
ム
を
通
し
て
相
手
国
の
学

生
か
ら
の
質
問
が
な
さ
れ
、
活
発

な
討
論
に
発
展
し
た
こ
と
な
ど
、

会
議
は
成
功
裏
に
終
了
す
る
こ
と

で
き
ま
し
た
。
J
I
C
A
、
北
京

師
範
大
学
歴
史
学
院
の
協
力
で
テ

レ
ビ
会
議
を
実
施
で
き
た
こ
と
は
、

本
学
の
国
際
理
解
教
育
の
さ
ら
な

る
発
展
に
と
っ
て
大
変
貴
重
な
機

会
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
、
J

I
C
A
の
協
力
も
い
た
だ
き
な
が

ら
、
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
国

際
理
解
教
育
に
導
入
す
る
試
み
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
情
報
文
化
学
科
助
教
授
・

　
　
　
　
　
　
　
長
坂
格
）

地
域
・
技
術
・
新
概
念
－
多
様
な
テ
ー
マ
で

最
新
の
学
術
情
報
に
肌
で
触
れ
る

　
第
9
8
回
情
報
シ
ス
テ
ム
と
社
会

環
境
研
究
会
が
1
1
月
6
日
、
新
潟

中
央
キ
ャ
ン
パ
ス
9
階
講
堂
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
同
研
究
会
は
、

情
報
処
理
学
会
の
研
究
会
の
一
つ

で
、
本
学
中
央
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の

開
催
は
2
回
目
と
な
り
ま
す
。

　
本
学
か
ら
は
、
近
藤
進
教
授
か

ら
「
新
潟
県
の
情
報
通
信
イ
ン
フ

ラ
と
災
害
に
対
す
る
情
報
通
信
へ

の
課
題
」
と
題
し
て
、
県
内
一
般

家
庭
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
基

づ
く
デ
ジ
タ
ル
デ
イ
バ
イ
ド
マ
ッ

ピ
ン
グ
と
災
害
時
の
情
報
収
集
と

連
絡
に
用
い
る
通
信
手
段
へ
の
期

待
度
に
つ
い
て
の
研
究
発
表
が
あ

り
ま
し
た
。

　
ほ
か
に
は
、
地
域
に
根
ざ
し
た

テ
ー
マ
で
あ
る
「
産
地
直
売
所
に

お
け
る
農
作
物
出
荷
支
援
シ
ス
テ

ム
の
開
発
」
（
岩
手
県
立
大
一
や
、

大
学
や
学
生
に
関
係
す
る
「
実
業

家
と
学
生
の
交
流
会
前
後
に
お
け

る
学
生
側
の
変
化
分
析
」
（
東
大
一
、

「
情
報
シ
ス
テ
ム
設
計
演
習
の
た

め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重

視
し
た
C
S
C
」
環
境
の
開
発
」

（
静
岡
大
一
と
い
っ
た
研
究
、
ま

た
「
幸
9
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ツ
ー
ル
の
た
め
の
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン

ト
の
提
案
」
　
一
専
修
大
一
、
　
「
工

ー
ジ
ェ
ン
ト
ベ
ー
ス
シ
ミ
ュ
レ
ー

タ
を
用
い
た
感
性
パ
ラ
メ
タ
を
持

つ
経
営
組
織
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
」
　
一
岩
手
県
立
大
）
と
い
っ
た

情
報
技
術
を
応
用
し
た
研
究
、
さ

ら
に
、
　
「
生
産
管
理
シ
ス
テ
ム
の

概
念
モ
デ
ル
と
生
産
座
席
予
約
の

意
味
に
つ
い
て
」
　
（
㈱
エ
ク
サ
）
、

「
設
計
会
議
に
お
け
る
ア
イ
デ
ア

生
成
・
合
意
形
成
の
た
め
の
制
御

手
法
」
　
（
東
大
）
、
「
＝
昌
口
昌
－
旨
－

馨
芽
o
＞
昌
登
手
法
を
用
い
た

特
許
技
術
の
新
た
な
シ
ナ
リ
オ
創

発
」
　
一
東
大
一
と
い
っ
た
新
し
い

概
念
に
関
す
る
研
究
な
ど
、
興
味

深
い
発
表
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
研
究
会
を
聴
講
す

る
こ
と
に
よ
り
、
最
新
の
学
術
情

報
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
と

も
に
、
質
疑
応
答
な
ど
か
ら
、
研

究
テ
ー
マ
の
位
置
づ
け
の
重
要
性
、

研
究
活
動
に
お
け
る
綴
密
さ
や
完

成
度
の
重
要
性
を
肌
で
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
今
回
は
、
本
学
と
の
共
催
で
あ

っ
た
の
で
、
本
学
教
職
員
お
よ
び

学
生
の
聴
講
は
無
料
一
資
料
が
必

要
な
場
合
は
実
費
要
一
で
し
た
。

聴
講
し
た
本
学
の
3
年
生
は
、
そ

の
迫
力
に
、
自
身
の
卒
業
研
究
へ

の
取
組
み
に
関
し
、
姿
勢
を
新
た

に
し
た
よ
う
で
す
。

（
情
報
シ
ス
テ
ム
学
科
助
教
授
・

　
　
　
　
　
　
　
桑
原
悟
）



　
「
東
ア
ジ
ア
の
〈
共
生
〉
に
向
け

て
ー
ロ
ー
カ
ル
・
ア
プ
ロ
ー
チ
」
と

題
し
て
、
m
月
8
日
と
9
日
、
新
潟

中
央
キ
ャ
ン
パ
ス
で
日
本
平
和
学
会

中
部
地
区
研
究
集
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
国
際
都
市
新
潟
を
拠
点
に
、
ロ
ー

カ
ル
な
視
点
か
ら
東
ア
ジ
ア
平
和
の

実
践
的
条
件
を
探
る
べ
く
、
特
に
名

古
屋
や
新
潟
な
ど
中
部
地
区
の
研
究

者
が
一
堂
に
会
し
ま
し
た
。
会
の
冒

頭
で
は
、
篠
田
昭
新
潟
市
長
も
駆
け

つ
け
、
政
令
指
定
都
市
新
潟
が
、
今

後
と
も
東
ア
ジ
ア
の
国
際
交
流
の
中

心
地
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す

可
能
性
を
語
り
、
学
会
へ
の
工
ー
ル

を
送
り
ま
し
た
。

　
ユ
日
目
は
、
　
「
ロ
ー
カ
ル
・
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
共
生
」
、
そ
し

て
「
東
ア
ジ
ア
安
全
保
障
共
同
体
に

向
け
て
　
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
の
視

点
か
ら
」
と
題
す
る
2
つ
の
部
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
　
「
共
生
」
部
会

で
は
、
五
十
山
風
暁
郎
氏
（
立
教
大
筆

が
司
会
。
高
野
秀
男
氏
一
新
潟
県
平

和
セ
ン
タ
ー
）
よ
り
、
新
潟
水
俣
病

や
県
内
朝
鮮
学
校
を
め
ぐ
る
問
題
の

現
状
に
関
す
る
報
告
、
佐
竹
眞
明
氏

東アジア平和のための研究者ネットワーク構築

　　　　　新潟を拠点にローカルな視点で

一
名
古
屋
学
院
大
学
一
よ
り
、
日
本

に
お
け
る
長
期
滞
在
外
国
人
と
の
共

生
間
題
に
つ
い
て
、
山
崎
公
士
氏
一
新

潟
大
学
）
よ
り
、
国
際
法
か
ら
み
た

人
権
間
題
の
争
点
に
つ
い
て
の
報
告

が
あ
り
、
そ
れ
ら
報
告
に
対
し
、
本

学
の
越
智
敏
夫
教
授
が
討
論
を
行
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、
次
の
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
部

会
で
は
、
黒
田
俊
郎
氏
（
呈
↓
新
潟

女
子
短
大
一
が
司
会
。
本
村
真
澄
氏

一
石
油
天
然
ガ
ス
・
金
属
鉱
物
資
源

機
構
）
が
ロ
シ
ア
・
極
東
に
お
け
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
、
本
学
の
吉
沢
文

寿
助
教
授
が
朝
鮮
半
島
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
問
題
に
つ
い
て
の
き
わ
め
て
実
践

的
な
報
告
を
行
い
、
古
居
萌
生
氏
一
東

京
大
学
一
が
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

　
2
日
目
の
最
終
部
会
で
は
、
前
日

の
成
果
を
ふ
ま
え
、
　
「
東
ア
ジ
ア
研

究
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
可
能
性
」
と

題
し
、
本
学
の
佐
々
木
寛
が
司
会
。

環
日
本
海
学
会
や
環
日
本
海
研
究
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
、
新
潟
日
報
主
催
の
コ
朝

食
会
」
を
代
表
し
、
そ
れ
ぞ
れ
、
若

月
章
氏
一
県
立
新
潟
女
子
短
大
一
、

櫛
谷
圭
司
氏
一
新
潟
大
学
一
、
本
学

の
小
林
元
裕
助
教
授
が
こ
れ
ま
で
の

県
内
研
究
者
の
横
の
つ
な
が
り
に
つ

い
て
総
括
を
行
い
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
環
日
本
海
経
済
研
究

所
一
勇
姜
）
や
敬
和
学
園
大
学
の

研
究
者
も
駆
け
つ
け
、
今
後
の
県
内

の
東
ア
ジ
ア
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

再
構
築
に
関
す
る
建
設
的
な
討
論
と

提
案
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
本
学
を
舞

台
に
、
こ
れ
ま
で
に
な
く
広
範
な
研

究
者
が
一
堂
に
会
す
る
画
期
的
な
試

み
と
な
り
ま
し
た
。

（
情
報
文
化
学
科
助
教
授
・

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
寛
）
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っ
い
に
、
よ
う
や
く
、
刊
行
に
こ
ぎ
っ
け

た
。
今
か
ら
3
年
前
の
6
月
に
開
催
さ
れ
た

本
学
創
立
1
0
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
内

容
を
も
と
に
、
そ
の
後
、
情
報
文
化
学
科
の

ス
タ
ッ
フ
が
何
度
も
加
筆
修
正
を
加
え
、
作

り
上
げ
た
本
で
あ
る
。

　
執
筆
者
に
は
、
本
学
教
員
の
ほ
か
に
、
中

国
北
京
師
範
大
学
の
梅
雪
芹
先
生
、
ロ
シ
ア

国
立
極
東
大
学
の
ウ
ラ
ジ
ミ
ー
ル
・
ア
ン
ト

ー
ノ
フ
先
生
、
韓
国
慶
煕
大
学
の
安
栄
沫
先

生
、
ア
メ
リ
カ
ノ
ー
ス
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ズ
ー
リ

州
立
大
学
の
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
ヘ
ス
先
生
な
ど
、

海
外
提
携
校
の
研
究
者
が
含
ま
れ
、
ま
た
、

大
阪
経
済
法
科
大
学
の
武
者
小
路
公
秀
先
生
、

敬
和
学
園
大
学
の
松
本
ま
す
み
先
生
、
新
潟

大
学
の
芳
井
研
一
先
生
な
ど
、
国
内
他
大
学

創
立
1
0
周
年
記
念
シ
ン
ポ
を
も
と
に

本
学
の
開
学
理
念
の
間
い
に
答
え
る
試
み

か
ら
も
貴
重
な
ご
寄
稿
を
賜
わ
っ
た
。
編
者

で
あ
る
私
の
無
能
力
か
ら
、
予
想
以
上
に
刊

行
が
遅
れ
た
が
、
特
に
こ
れ
ら
他
大
学
か
ら

ご
協
力
い
た
だ
い
た
先
生
方
に
は
、
こ
の
場

を
借
り
て
心
か
ら
お
詫
び
申
し
上
げ
た
い
。

　
東
ア
ジ
ア
の
「
危
機
」
が
叫
ば
れ
る
時
代

に
、
東
ア
ジ
ア
の
「
平
和
」
の
礎
を
担
う
べ

く
創
設
さ
れ
た
わ
が
大
学
に
何
が
で
き
る
か
。

本
書
は
、
そ
の
問
い
に
懸
命
に
答
え
よ
う
と

し
た
一
つ
の
結
果
で
あ
る
。

　
東
ア
ジ
ア
の
海
を
臨
む
、
新
潟
の
小
さ
な

私
立
大
学
か
ら
の
さ
さ
や
か
な
発
信
が
、
や

が
て
日
本
全
国
に
響
き
渡
る
こ
と
を
願
っ
て

や
ま
な
い
。
ま
た
本
書
に
は
、
　
「
環
日
本
海
」

の
国
際
交
流
に
生
涯
を
通
じ
ご
尽
力
さ
れ
た
、

故
市
岡
政
夫
先
生
の
ま
さ
に
「
最
後
の
」
論

稿
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
若
い
世
代
の
読
者

に
と
っ
て
、
本
書
が
市
岡
先
生
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
の
一
端
に
触
れ
ら
れ
る
契
機
と
も
な
る
こ

と
を
願
う
。
　
一
世
織
書
房
・
三
二
〇
〇
円
一

（
情
報
文
化
学
科
助
教
授
・
佐
々
木
寛
）

　
本
学
と
新
潟
日
報
社
連
携
の
公

開
講
座
が
1
1
月
乃
日
、
墓
尽
襲
術
大

学
学
長
の
宮
田
亮
平
氏
を
招
い
て
新

潟
中
央
キ
ャ
六
ス
で
開
か
れ
ま
し
た
。

同
氏
は
佐
渡
氏
出
身
で
、
本
学
創
立

山
o
周
年
記
念
事
業
で
同
キ
ャ
ン
パ
ス
ロ

ビ
ー
に
記
念
モ
ニ
ユ
メ
ン
ト
「
シ
ユ
プ
リ

ン
ゲ
ン
（
飛
翔
）
」
を
創
作
し
て
い
ま
す
。

　
「
芸
術
は
身
近
な
も
の
」
と
題
し

同
氏
は
、
白
ら
の
作
品
を
映
像
で
紹

介
し
な
が
ら
「
身
近
に
素
晴
ら
し
い

作
晶
群
が
あ
る
こ
と
で
、
街
が
活
性

化
し
、
人
々
の
心
が
和
み
、
豊
か
な
環

境
が
生
ま
れ
る
。
自
分
自
身
の
〈
と

き
め
き
〉
を
形
に
す
る
の
が
芸
術
」

な
ど
と
、
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
語
り
口

で
約
2
0
0
人
の
聴
衆
を
魅
了
し
て

い
ま
し
た
。

＜担当学科〉
ロシア語、ロシア史概説、国際研究ゼミナール

＜専門分野＞
近現代ロシア史。帝政末期からスターリン時代にかけての政
治史を分析。ソ連期をより長期的なロシア史の文脈に置き直

すこと桶肝究の狙い。今後は日露両国が近代化の途中でお
互いに与えた影響についても検討。

＜略　歴＞
1994年3月　東大文学部西洋史学科卒。96隼3月　同大学
院人文社会系研究科欧米系文化研究専攻イ1参士課程終了。

2005年10月　同博士課程終了。03牟4月～06年3月　日本学
術振興会特別研究買。04年4月～06年8月　東京理科大、成
躁大、日大、敬愛大非常勤講師。



　
　
私
は
ロ
シ
ア
の
歴
史
を
研

　
究
し
て
い
ま
す
。
ず
っ
と
ソ

　
連
時
代
に
つ
い
て
勉
強
し
て

　
き
た
の
で
す
が
、
最
近
で
は

　
そ
れ
以
前
の
帝
政
時
代
や
、

　
現
在
の
ロ
シ
ア
に
も
大
き
な

　
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま

　
し
た
。
以
前
の
私
に
は
「
ソ

　
連
と
ロ
シ
ア
は
違
う
」
と
い

　
う
こ
だ
わ
り
が
あ
っ
た
の
で

　
す
が
、
最
近
で
は
こ
の
考
え

　
は
1
8
0
度
変
わ
っ
て
、
　
「
ロ

　
シ
ア
は
ロ
シ
ア
だ
」
と
開
き

　
直
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
1
9
9
0
年
、
私
が
大
学

　
に
入
っ
た
こ
ろ
、
ロ
シ
ア
で

　
は
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
が
暴
走

　
し
て
、
国
中
が
大
混
乱
に
陥

　
っ
て
い
ま
し
た
。
ゴ
ル
バ
チ

　
ョ
フ
の
不
手
際
で
始
ま
っ
た

．
大
陸
規
模
の
こ
の
激
変
に
、

極
束
の
島
国
の
ユ
年
生
も
巻
き

込
ま
れ
た
わ
け
で
す
。
今
、
ロ

シ
ア
人
が
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
こ

と
を
、
国
を
滅
ぼ
し
た
張
本
人

と
し
て
悪
く
言
う
の
は
よ
く
分

か
る
の
で
す
が
、
私
に
と
っ
て

は
ロ
シ
ア
留
学
の
チ
ャ
ン
ス
を

つ
く
っ
て
く
れ
、
自
由
に
史
料

旅
行
で
し
た
が
、
露
店
で
4
0

0
円
の
勲
章
を
買
っ
た
り
、
反

エ
リ
ツ
ィ
ン
集
会
を
見
学
し
た

り
と
、
ソ
連
の
残
骸
に
ば
か
り

気
を
と
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
新

生
ロ
シ
ア
に
正
面
か
ら
向
き
合

う
気
持
ち
が
な
か
っ
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。

『
回
シ
ア
と
は
何
だ
ろ
う
』

を
読
む
の
を
許
し
て
く
れ
た
人

で
す
か
ら
、
；
一
口
彼
に
あ
り
が

と
う
と
伝
え
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
最
初
に
ロ
シ
ア
に
行
っ
た
の

は
、
ソ
連
が
な
く
な
っ
た
後
の

ユ
9
9
2
年
で
、
大
学
3
年
生

の
夏
休
み
で
し
た
。
ユ
週
間
の

　
初
め
て
研
究
の
た
め
に
ロ
シ

ア
に
行
っ
た
の
が
、
ユ
9
9
7

年
の
春
休
み
の
こ
と
で
、
こ
の

と
き
は
モ
ス
ク
ワ
に
ー
カ
月
い

ま
し
た
。
史
料
の
筆
写
に
疲
れ

た
あ
る
日
の
こ
と
。
バ
ス
の
車

掌
が
大
変
な
美
人
で
、
ピ
ン
ク

の
毛
糸
の
帽
子
に
グ
レ
ー
の
毛

日
皿
閉
胴
獺
冊
冊
唖
　
胴
嚢

　
私
は
、
長
年
、
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
と
し
て
、
マ
ー
ケ
テ

イ
ン
グ
の
実
務
・
調
査
研
究

に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
、
新
商
品

の
開
発
、
販
売
、
広
告
活
動

等
に
か
か
わ
る
も
の
で
す
が
、

こ
れ
ま
で
メ
ー
カ
ー
、
流
通
業
、

サ
ー
ビ
ス
業
の
仕
事
を
し
て

き
ま
し
た
。
ま
た
、
民
間
企

業
だ
け
で
は
な
く
、
福
祉
団

体
や
白
治
体
の
ま
ち
、
づ
く
り

も
お
手
伝
い
し
ま
し
た
。
か

つ
て
、
今
は
合
併
し
て
上
越

市
に
な
っ
た
大
島
村
に
お
い
て
、

地
域
の
大
事
な
資
源
を
活
用

し
て
過
疎
地
域
を
元
気
に
す

る
と
い
う
目
的
で
、
私
が
企

画
し
ま
し
た
「
人
問
村
宝
」

と
い
う
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
長
年
に
わ
た
り
携
わ
っ
た
領

域
と
し
て
は
、
地
域
の
地
場
産

業
の
振
興
が
あ
り
ま
す
。
地
域

の
白
然
・
文
化
－
技
を
生
か
し

て
つ
く
ら
れ
る
地
域
固
有
の
食

品
、
家
具
、
陶
磁
器
、
工
芸
品
、

皮
を
は
お
っ
て
切
符
を
ち
ぎ
っ

て
回
る
の
が
、
一
瞬
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
シ
ョ
ー
の
よ
う
に
錯
覚
し

ま
し
た
。
ま
た
天
気
の
い
い
昼

下
が
り
の
こ
と
。
横
丁
を
歩
い

て
い
る
と
、
色
と
り
ど
り
の
路

面
電
車
が
操
車
場
に
集
ま
っ
て

キ
ラ
キ
ラ
輝
い
て
い
る
の
に
出

く
わ
し
ま
し
た
。
こ
の
と
き
、

ふ
と
ロ
シ
ア
は
大
き
な
サ
ー
カ

ス
の
よ
う
だ
な
と
思
い
、
ソ
連

と
い
う
の
も
サ
ー
カ
ス
の
演
目

の
一
つ
だ
っ
た
の
か
な
と
考
え

ま
し
た
。
そ
の
後
も
「
ソ
連
と

ロ
シ
ア
は
違
う
」
と
い
う
こ
だ

わ
り
は
、
な
か
な
か
私
の
頭
を

去
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ

れ
で
も
こ
の
操
車
場
の
風
景
を

き
っ
か
け
に
し
て
、
私
は
徐
々

に
「
ロ
シ
ア
と
は
何
だ
ろ
う
」

と
い
う
問
い
に
、
深
く
は
ま
り

込
ん
で
い
っ
た
の
で
す
。

齪
園
蜆
麗
凹
柵
咀
　
　
咄
咀
㎜
咀
囲
㎜
皿
　
　
固
日
凹
嚢

・「日韓をむすぶ市民交流一教科書問題と戦後補償問題に見る一」シンポジ

ウム「いま、アジァで一国家を越えた交流を深める東アジアー」（新潟国際情

報大学新潟中央キャンパス、7月）。

・「日韓会談研究の現状と課題～日韓会談文書にどのように向き合うか」日本

学術振興会科学研究補助金　韓国政府公開資料による日韓基本条約の
国際共同研究　基盤A（東京大学駒場キャンパス、7月）。

・「朝鮮半島のエネルギー間題と環境保全一韓国の事例を中心に」日本平和

学会中部地区研究集会（新潟国際情報大学新潟中央キャンパス、iO月）。

4）その他
厘建英（情報文化学科・教授）

　・総合コーデイネーター「日中交流セミナー：ナショナル・アイデンテイテイをめぐる

　相克」（北京大学国際関係学院、8月2日～3日）。

　・講演「厳復とモンテスキュー：「仁政」の転回と政治的自由」国際シンポジウ

　ム「アジアの近代とフランス」文部科学省オープン・リサーチセンター整備事業

　「フランス革命と日本・アジアの近代化」（専修大学歴史学研究センタ」、1工月

　18日）。

小林元裕（情報文化学科・助教授）

　・書評「日中戦争と上海、そして私一古厩忠夫中国近現代史論集」『日本植

　民地研究』第工8号（74－80頁）。

　・パネリスト「東アジアのく共生〉に向けて一ローカル・アプローチ」第3部会「ラ

　ウンドテーブル：東アジア研究者ネットワークの可能性」日本平和学会中部・北

　陸地区研究集会（新潟国際情報大学新潟1中央キャンパス、lO月9日）。

　・講演「変化する中国と日本へのまなざし」ながおか市民大学「東アジアー過

　去と現在」（長岡市中央公民館、11月10日）。

佐々木寛（情報文化学科・助教授）

　・書評「平和研究のダイナミズムー新しい社会理論の道標」『図書新聞」。

　・「万景峰号のいない8月」『新潟日報』（8月15日）。

　・討論者「平和学の方法と実践」日本平和学会（明治学院大学、6月11日）。

・司会・討論者「発展と人間安全保障」日本平和学会（山口大学、正1月11日）。

・講演「平和憲法を守るために、今私たちにできること」長岡非核・護憲市民

の会（6月8日）。

・講演「PaciHsminJ刮pm」申央大学留学生サマープログラム（7月10日）。

・講演「国境をこえる社会運動」（新潟青陵大学、7月18日）。

・講演「教育の可能性」新潟県高等学校教育労働問題研究会（8月19日）。

・講演「東アジア＜共生＞の条件」巻町労働者連絡協議会（9月19日）。

・講演「＜メディア＞と私たちの暮らし」平和センター学校（1O月28日）。

・講演「国民投票法案をめぐって」新潟キリスト者平和の会（10月28日）。

・解説講演「紛争に苦しむネパール」アムネステイ・インターナショナル　スピー

キングツア］（工1月3日）。

・パネリスト新潟市国民「保護」計画素案を考えるシンポジウム（l1月25日）。

・講演「ファシズムの最中にあって」9条しばた市民ネット（I2月13日）。

長坂格（情報文化学科・助教授）

　・講演“A　Compa柵tive　Study　ofInfant　Care　Practioe　in　the　Phi1ipPines　and

　Japan”UP　center　for　womenls　studies（Quez㎝city：University　of　the

　Philippine畠，August17）

藤瀬武彦（情報システム学科・教授）

　・講習会「パワーリフティングの対象別指導法I（初心者）」日本体育協会他

　主催（東京大学、l1月25日）。

吉澤文寿（情報文化学科・助教授）

　・「日韓正常化交渉　日本も文書を公開せよ（私の視点ウイークエンド）」『朝

　日新聞』（2月I1日）。

　・「在日朝鮮人史IOO年と日韓会談文書公開」『Let■s」（日本の戦争責任史料

　センター）第50号（5－8頁）。

　・「日本の朝鮮植民地支配責任の現状と課題一日韓国交正常化交渉とその後」

　『アシプ・アフリカ言語文化研究所通信』（東京外国語大学）第116号（56－57頁）。

域
は
南
部
藩
の
歴
史
を
受
け

継
ぐ
南
部
鉄
器
や
南
部
染
め

等
伝
統
工
芸
品
、
庶
民
の
味

と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
南

部
せ
ん
べ
い
、
そ
ば
、
最
近

で
は
盛
岡
冷
麺
が
有
名
で
す
。

市
内
の
事
業
者
・
農
家
に
よ

『
地
域
清
性
化
と
地
域
ブ
ラ
ン
ド
』

情
報
シ
ス
テ
ム
学
科
・
助
教
授
吉
田

博

農
産
物
等
に
関
し
て
の
調
査
研

究
、
新
商
品
の
開
発
や
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
の
展
開
に
参
画
し
ま

し
た
。

　
具
体
的
な
地
域
と
し
て
は
、

特
に
、
岩
手
県
の
県
都
で
あ
る

盛
岡
市
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
地

っ
て
つ
く
ら
れ
る
産
品
を
盛

岡
特
産
品
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て

認
証
し
、
市
内
外
の
人
々
に

広
く
浸
透
さ
せ
て
い
く
こ
と

を
目
的
と
し
た
盛
岡
ブ
ラ
ン

ド
づ
く
り
に
、
地
域
ブ
ラ
ン

ド
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
お

手
伝
い
し
て
い
ま
す
。

　
今
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
、

今
後
は
県
内
で
つ
く
ら
れ
る

新
潟
ら
し
い
特
産
品
、
県
内

外
か
ら
人
々
を
引
き
つ
け
る

観
光
の
振
興
に
役
立
つ
よ
う

な
研
究
や
実
践
に
携
わ
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
魚
沼
産
こ
し
ひ
か
り
や
新

潟
の
お
酒
は
、
全
国
的
に
ト

ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
評
価

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
県
内
に
は
、

ほ
か
に
も
い
ろ
い
ろ
と
優
れ

た
も
の
が
あ
り
ま
す
。
県
内

に
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
特
産
品

や
地
域
が
、
県
内
外
か
ら
新

潟
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
高
く
評

価
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

が
活
性
化
さ
れ
る
よ
う
貢
献

で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。



高
崎
宗
司
著

草
風
社
（
増
撞
一
一
版
、
2
0
0
2
年
8
月
）

　
朝
鮮
民
芸
の
研
究
家
、
浅
川
巧
一
ユ

8
9
1
㌔
1
9
3
1
）
は
、
1
9
1

4
年
朝
鮮
に
渡
り
、
1
8
年
間
朝
鮮
総

督
府
林
業
試
験
場
で
養
苗
実
験
に
従

事
す
る
か
た
わ
ら
、
柳
宗
悦
ら
と
と

も
に
「
朝
鮮
民
族
美
術
館
」
　
一
1
9

2
4
）
の
設
立
に
尽
力
し
た
人
で
す
。

彼
の
著
書
『
朝
鮮
の
膳
』
　
一
1
9
2
9
一

と
『
朝
鮮
陶
磁
名
考
』
　
↑
9
3
！
、

遺
著
一
に
は
、
朝
鮮
民
衆
の
生
活
、

朝
鮮
の
現
実
に
注
が
れ
た
彼
の
温
か

い
眼
差
し
が
感
じ
ら
れ
、
彼
の
朝
鮮

民
芸
の
研
究
が
芸
術
の
力
で
朝
鮮
と

日
本
の
間
違
っ
た
状
況
を
克
服
し
よ
う
と

し
た
努
力
の
一
環
で
あ
っ
た
こ
と
が
伝
わ

っ
て
き
ま
す
。

　
朝
鮮
の
服
を
着
、
朝
鮮
の
家
に
住
み
、

朝
鮮
の
キ
セ
ル
を
愛
用
し
、
朝
鮮
の
土
と

な
っ
た
「
朝
鮮
人
を
愛
し
、
朝
鮮
人
に
愛

さ
れ
た
」
浅
川
巧
。
彼
の
民
芸
研
究
家
と

し
て
の
業
績
は
も
ち
ろ
ん
、
彼
の
心
温
ま

る
人
間
像
を
高
橘
宗
司
氏
は
立
体
的
に
描

き
出
し
て
い
ま
す
。

　
国
家
や
民
族
の
壁
を
乗
り
越
え
て
生
き

た
浅
川
巧
の
存
在
と
、
彼
を
囲
む
人
々
の

歩
み
は
、
我
々
に
新
し
い
歴
史
観
を
提
示

し
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。
一
人
で
も
多

く
の
日
本
人
・
韓
国
人
に
ぜ
ひ
こ
の
本
を

読
ん
で
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。
韓
国
で
は
、

昨
年
翻
訳
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
（
情
報
文
化
学
科
・
教
授
　
申
銀
珠
）

お薦め
Book

1）研究論文・図書
池田嘉郎（情報文化学科・講師）

・「農村統治とロシア都市一県・市合同の分析（1918－1921）」

奥田央編『20世紀ロシア農民史」社会評論社（193－217：716頁）。

臼井陽一郎（情報文化学科・教授）

　・「気候変動問題の構成と国際共同行動の展開1気候変動レジーム・国連環
　境計画・欧州連合（1）」『慶懸法学」第5号（70－128頁）。

　・「同（2）」『同』第6号（一30－202頁）。

小山田紀子（情報文化学科・教授）

　・研究ノート「アルジェリア内戦の傷跡一2005年春の旅から一」『国際関係研

　究所報」2006年度津田塾大学国際関係研究所（17－24頁）。

岸野清孝（情報システム学科・教授）

　・「半導体製造クリーンルームヘの冷熱供給システムのライフサイクルコストと

　環境負荷最小化」『計測自動制御学会論文集」Vo1．42，No．IO（1168－1174頁）。

小林元裕（情報文化学科・助教授）

　・「日［ll・関係再考」佐々木寛編『東アジア〈共生〉の条件』世織書房（48－561

　404頁）。

竹並輝之（惰報システム学科・教授）

　一共著神沼靖子編著『情報システム基礎』オーム社（1，2，13，14章）。

吉澤文寿（情報文化学科・助教授）

　・「植民地支配の『清算』とは何か一朝鮮を事例として一」『歴史評論』677

　号（31－40）。

矢口裕子（情報文化学科・助教授）

　「境界を吹く風　　新しい女性表現と『慰安婦」問題」佐々木寛編『東アン

　ア＜共生＞の条件』世織書房（272－286：404頁）。

2）翻訳

矢□裕子（情報文化学科・助教授）
　クレコリーハトリー「国際英語とアンクロアメリカの覇権」『東アシア〈共生〉

　の条件』世織書房（138一丁44：404頁）

　・ブライアン・ヘス「北朝鮮危機を考える」『東アジア＜共生＞の条件」世織書

　房（158－18王：404頁）。

吉澤文寿（情報文化学科・助教授）
・安載成（吉澤文寿・迫田英文共訳）『京城トロイカ」同時代社（全359頁）。

3）学会・研究会報告
臼井陽一郎（情報文化学科・教授）

　・「EUの環境行動と持続可能な発展戦略：言説構成論によるガバナンス研究
　の試み」世界政治研究会（東京大学山上会館、l1月24日）。
　・“An　Evolving　Path　of　Regiomlism：The　Construction　of　Environmenta1

　　Acquis　in　Comp皿ative　Perspective　between　the　EEC　and　ASEAN’’、2006

　　CREP　Intemational　Conference：the　Dynamics　of　East　Asian　Regiom1ism

　　in　Compar日tive　Perspeotive一一Private－1ed　Regiona1ism？

　　Koshiba　Memorial　Hau，University　ofTokyo，15－16th　July2006。

厘建英（情報文化学科・教授）

　・「人民権利思想と仁政の価値再構築」記念厳復逝去八十五周年国際学
　術研究会（中国福建1武夷山、1O月19－23日）。

小澤治子（情報文化学科・教授）

　「日露関係の今後　　平和条約問題について」日露学術報道関係者会議
　（ロシア：国立モスクワ国際関係大学、1O月18日）。

小山田紀子（情報文化学科・教授）
　・「アルジェリアの独立と引揚者の歴史一脱植民地化とフランス・アルジェリア

　関係一」共同研究（科研費プロジェクト）「植民地責任」論からみる脱植民

　地化の比較歴史学的研究（東京外国語大学アジアアフリカ言語文化研究
　所、1O月14日）。

　・「『Hrothgar王の説教』の意図は何か」第22回日本中世英語英文学会大会
　シンポジウム『「べ一オウルフ」を読み直す」（京都産業大学、12月10日）。

近藤進（情報システム学科・教授）

　・「新潟県の情報インフラと災害に対する情報通信への課題」情報処理学会
　2006－IS－98情報システムと社会環境（新潟国際1育報大学新潟中央キャン
　パス、11月6日）o

佐々木寛（情報文化学科・助教授）

■丁爾歪保障〉」立教大学安全保障研究会（立教
　大学、7月1日）。

長坂格（情報文化学科・助教授）
　・“Ilokmos㎞Paris＝NaITatives　of　Copi㎎in　a　Land　of　Exile”Nakem　Cente㎜ia1

　Conference＝Imagimtio口and　CriticaI　Consciousness　in　l1okano　Language，

　Cu1ture，and　Politics（Homlulu：University　ofHawaili　at　Manoa，Novemb巳r9－I2）

藤瀬武彦（情報システム学科1教授）

　「毎酸素的運動時及び回復期における高酸素吸入の作業成績に及ぼす
　効果」日本体育学会第57回大会（弘前大学、8月18日）。

　・「『新しい歴史教科書』の問題点」歴史学研究会大会（学習院大学、5月）。

　・「日韓会談研究の現状と課題」東アジア国際政治史研究会（中央大学多摩
　キャンパス、6月）。

深
谷
忠
記
著

　
　
　
　
　
徳
間
書
店
一
2
0
0
3
年
）

　
平
成
2
1
年
に
は
、
裁
判
官
と
共
に

殺
人
や
誘
拐
な
ど
の
刑
事
事
件
の
法

廷
に
立
ち
会
い
、
判
決
に
ま
で
関
与

す
る
裁
判
員
制
度
が
導
入
さ
れ
ま
す
。

裁
判
員
は
、
選
挙
人
名
簿
か
ら
サ
ン

プ
リ
ン
グ
し
て
作
成
さ
れ
た
裁
判
員

侯
補
者
名
簿
を
基
に
、
事
件
ご
と
に

抽
選
で
選
ば
れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

皆
さ
ん
も
裁
判
員
に
選
ば
れ
る
こ
と

が
あ
る
の
で
す
。

　
こ
の
ミ
ス
テ
リ
ー
は
、
一
人
の
弁

護
士
が
二
十
数
年
を
隔
て
て
起
き
た

2
っ
の
冤
罪
一
え
ん
ざ
い
一
事
件
の

間
に
、
綴
密
な
糸
を
張
り
巡
ら
せ
、

手
繰
っ
て
い
く
。
冤
罪
は
深
刻
な
社

会
的
問
題
で
あ
り
、
取
り
調
べ
や
捜

査
の
過
程
で
生
じ
る
事
実
誤
認
か
ら

生
ま
れ
る
も
の
で
す
。
か
つ
て
の
日

本
に
も
冤
罪
で
は
な
い
か
と
問
題
に
な
っ

た
事
件
は
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
し
た
が

っ
て
、
現
在
の
裁
判
で
は
自
白
だ
け
で
有

罪
に
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
こ
で
警
察

は
犯
行
を
裏
付
け
る
証
拠
を
必
死
に
探
す

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
第
ー
の
事
件
は
、
被
害
者
の
も
の
と
思

わ
れ
る
血
液
が
付
着
し
た
シ
ャ
ツ
を
、
容

疑
者
と
し
て
逮
捕
し
た
人
の
住
ま
い
か
ら

押
収
し
ま
す
が
、
こ
れ
は
警
察
官
に
よ
っ

て
作
ら
れ
た
証
拠
だ
っ
た
の
で
す
。
押
収

の
経
緯
と
鑑
定
方
法
に
疑
義
が
あ
つ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
裁
判
所
は
有
罪
の
判
決

を
下
し
ま
し
た
。
そ
し
て
第
2
の
事
件
の

塞
暑
は
第
1
の
事
件
の
裁
判
官
で
あ
り
、

容
疑
者
は
第
1
の
事
件
の
警
察
官
と
い
う

筋
書
き
。

　
読
み
始
め
る
と
ど
ん
ど
ん
引
き
込
ま
れ

て
い
き
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
専
門
書
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
警
察
官
や
検
事
に
よ
る
取

調
べ
や
裁
判
の
あ
り
方
な
ど
を
考
え
さ
せ

る
本
で
す
。

（
情
報
シ
ス
テ
ム
学
科
・
教
授
　
赤
木
敏
子
）
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今
年
度
の
就
職
活
動
は
「
学
　
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
あ
た

生
売
り
手
市
場
」
「
学
生
有
利
」
　
か
も
就
職
活
動
そ
の
も
の
が
蚕

と
言
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
就
職
　
と
さ
れ
て
し
ま
う
の
は
、
腋
に

活
動
を
奉
亙
漢
字
一
文
手
は
塞
　
　
落
ち
な
い
。
後
輩
に
と
っ
て
も

と
い
う
の
が
ト
ッ
プ
だ
っ
た
そ
　
よ
く
な
い
の
で
は
な
い
か
。

う
だ
。
先
輩
の
皆
さ
ん
は
「
キ
　
　
こ
れ
か
ら
就
職
活
動
を
始
め

ミ
た
ち
は
い
い
時
に
就
職
　
　
　
　
　
　
る
み
な
さ
ん
へ
。
就
職

し
た
ね
え
」
　
「
楽
だ
っ
た
　
　
　
　
　
　
活
動
は
内
定
を
も
ら
う

で
し
ょ
う
」
　
「
内
定
い
く
々
県
　
　
　
　
早
さ
や
、
そ
の
数
を
競

つ
も
ら
っ
た
の
？
一
と
い
勝
　
乏
の
で
は
あ
り
ま
せ

二
暴
を
投
げ
か
け
て
く
の
雌
ん
。
ま
た
そ
の
企
業
の

る
ポ
ち
ょ
一
と
待
一
て
当
藤
㌃
㍗
好
㍗

ほ
ら
讐
学
生
に
と
本
ぷ
た
麦
卒
業
直
前
に
決

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竈

っ
て
は
初
め
て
の
就
職
活
カ
．
年
．
・
∵
ま
っ
て
も
、
1
O
O
社

動
な
の
ξ
僕
ら
に
は
比
一
．
驚
受
け
て
－
社
か
ら
し
か

べ
る
も
の
が
な
い
。
そ
れ
　
カ
化
内
内
定
が
も
弓
又
な
く
て

ぞ
れ
が
苦
し
今
悩
み
、
る
．
■
敵
．
も
い
い
と
僕
は
思
い
ま

将
来
を
考
奉
緊
張
し
す
情
・
∵
文
本
当
の
勝
負
は
入

て
臨
ん
だ
面
接
高
単
な
を
　
社
し
て
か
ら
で
‡
否

漢
字
麦
書
け
ず
に
悩
ん
何
　
こ
で
働
く
か
一
じ
ゃ
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
．

だ
筆
記
試
験
。
そ
れ
は
、
　
　
　
　
　
　
く
て
「
何
を
す
る
か
」

今
も
昔
も
変
わ
り
な
い
は
　
　
　
　
　
　
だ
と
思
い
ま
す
。
大
学

ず
だ
。
学
生
売
り
手
市
場
だ
か
　
生
活
も
ア
こ
で
勉
強
し
た
か
」

ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
は
企
業
の
　
じ
ゃ
な
く
「
何
を
し
た
か
」
で

妥
協
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
　
す
。

い
。
だ
か
ら
僕
ら
学
生
は
一
生
　
　
み
な
さ
ん
が
楽
し
み
な
が
ら

懸
命
や
る
だ
け
だ
っ
た
。
結
果
　
納
得
の
い
く
就
職
活
動
を
送
れ

的
に
、
数
字
的
に
「
楽
」
だ
っ
　
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

　
い
き
な
り
ち
ゃ
ぶ
台
を
ひ
っ
　
が
で
き
る
よ
う
に
努
力
し
て
き

く
り
返
す
よ
う
で
申
し
訳
な
い
　
た
。
就
職
活
動
を
通
し
て
、
私

が
、
私
は
二
度
と
就
職
活
動
を
　
は
多
く
の
知
識
を
得
、
い
ろ
い

や
り
た
く
な
い
。
　
「
二
度
と
や
　
ろ
な
こ
と
を
経
験
し
た
が
、
一

り
た
く
な
い
」
な
ん
て
聞
い
た
　
つ
だ
け
は
っ
き
り
と
確
信
で
き

ら
、
悪
い
意
味
で
と
ら
え
ら
れ
　
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
「
信

て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
が
、
　
念
を
持
っ
て
就
職
活
動
を
行
っ

決
し
て
悪
い
意
味
で
言
　
　
　
　
　
　
　
て
い
る
人
は
最
強
で
あ

っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
；
・
－
㌧
．
一
　
．
一
－
．
－
．
・
る
」
こ
と
だ
。
　
「
ど
こ

い
。
　
　
　
　
．
＜
■
．
　
で
も
い
峯
と
か
亘

と
聚
篶
箏
準
蚤
．
∵
㍑
㌶
㍗

私
の
就
職
活
動
は
ど
う
∵
ず
－
干
－
る
人
に
は
な
い
輝
く
モ

讐
好
㍊
㍗
華
紅
駈
鮎
拷
鵬
㍍

か
っ
た
わ
け
で
も
な
∵
。
ば
∴
嘉
．
た
ち
は
持
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
一
打
．

履
歴
書
が
う
ま
く
書
け
■
、
7
．
牟
峠
■
学
歴
や
学
校
名
で
は
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
6
■
■
　
　
．
）
■

箏
師
淡
∵
耳
箏
糾
ガ
雛
雌
芦
い

書
き
直
し
た
こ
と
も
あ
　
　
　
　
　
　
　
見
て
く
れ
て
い
る
の
だ

れ
ば
、
面
接
で
大
失
敗
　
　
　
　
　
　
　
と
田
小
う
。

糾
、
明
確
篶
㍍
．
念
細
－
－
㌦
躰
一
鮭
㍗

が
思
い
通
り
に
い
か
ず
信
、
惰
∵
．
就
職
活
動
を
行
っ
て
ほ

す
べ
て
を
投
げ
出
し
た
　
・
「
ド
∵
－
■
■
－
－
し
い
。
ど
ん
な
に
つ
ら

く
な
っ
た
こ
と
も
度
々
　
　
　
　
　
　
く
て
も
決
し
て
あ
き
ら

あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
ず
、
そ
の
信
念
を
貫

　
け
れ
ど
、
自
分
が
ど
ん
な
状
　
い
て
ほ
し
い
。
数
々
の
苦
労
や

態
に
あ
っ
て
も
「
信
念
を
貫
く
」
　
試
練
を
乗
り
越
え
、
信
念
が
よ

こ
と
だ
け
は
忘
れ
ず
に
心
が
け
　
う
や
く
結
実
し
た
と
き
、
心
の

て
い
た
。
ど
ん
な
と
き
で
も
、
　
底
か
ら
コ
一
度
と
就
職
活
動
は

自
分
が
想
像
す
る
未
来
を
信
じ
　
し
た
く
な
い
」
と
思
え
る
は
ず

「
こ
の
企
業
に
入
社
し
た
い
－
」
　
　
だ
。

思
い
を
、
相
手
に
伝
え
る
こ
と

　
恒
例
の
「
企
業
懇
談
会
」
が
1
1
月
－
日
、

ホ
テ
ル
新
潟
一
新
潟
市
万
代
一
を
会
場
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
日
ご
ろ
本
学
の
就

職
活
動
に
ご
支
援
・
ご
指
導
い
た
だ
い
て
い

る
企
業
の
皆
さ
ま

を
対
象
に
、
著
名

な
講
師
に
よ
る
経

済
講
演
会
等
を
催

年
の
特
別
講
師
は
経
済
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
財

部
誠
一
氏
で
、
「
日
本
経
済
、
こ
れ
か
ら
の
キ
ー

ワ
i
ド
」
と
題
し
て
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
年
は
2
3
5
社
の
企
業
か
ら
、
過
去
最
多

過
去
最
多
の
参
加
に

情
報
交
換
、
交
流
深
め
る

し
感
謝
の
意
を
表
す
る
会
で
、
今
回
で
u
回

目
を
迎
え
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
ま
ず
本
学
か
ら
武
藤
輝
一
学
長

が
あ
い
さ
つ
、
槻
木
公
一
情
報
文
化
学
部
長

が
大
学
の
現
状
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。
今

と
な
る
3
3
8
人
の
代

表
者
や
人
事
担
当
者
の

方
々
の
ご
参
加
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
第
2
部

の
懇
親
会
で
は
来
賓
代
表
の
中
山
輝
也
キ
タ
ッ

ク
代
表
取
締
役
社
長
に
乾
杯
の
音
頭
を
と
っ
て

い
た
だ
き
、
本
学
教
職
員
と
の
活
発
な
情
報
交

換
が
な
さ
れ
、
さ
ら
な
る
交
流
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
大
変
有
益
な
ユ
日
と
な
り
ま
し
た
。

）（要約一覧
国

慨験■■■
■

入1成

）水（年

・国語：国語総合（現代文〕・現代文

・数学1数学い数学皿

　　　（数学］は、微分・積分を除く〕

1外国語：英語I・英蕎訓

上記3教科の中から2教科を試験場で選択

学科試験を課さず、19年墜のセンター試験の

成績で判定。全教科の中から2教科2科目選択

配点1各教科100点，

（3科目以上受験した場合は高得点の

　　　　　　2教科2科目を合否判定1〔便用）

・国語1国書彗総合（現代文〕・現代文

・数学1数学I・数学n

　　　（数学皿は、微分・積分を除く）

・外国語1英語1・英語n

上記3教科の中から2教科を試験場で選択

潟
越
新
上

19年2月2日（金）

19年1月9日（火）～

　　　　　　22日（月〕

※出願期間内消印有効

5g
53情報文化学科

06情報システム学科

前

19年2月23日（金〕

19年1月20日（土）、21（日〕

の大学入試センター試験を

受験していること

19年2月r日（木）～

　　　　　15日（木

蝋出願期閤内消印有効

53
15情報文化学科

02情報システム学科

夫学入試

センター

試験利用

19年3月r3日（火〕烏赫茉19年3月9日（金〕

19年2月16日（金）～

　　　　3月2日（金）

※出願期間内消印有効

52
10情報文化学科

15情報システム学科

後

般
　
入

（注）情報文化学部の定員は、情報文化学科100名、情報システム学科150名、合計250名です。

｝授業料全額（年額675－000円授業料半額（年額337，500円

8番以内一1種3番以内一I種

5番以内一I種']1~~~)/* ~~l~~=~~ 14番以内一工［種
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情
報
シ
ス
テ
ム
学
科
2
期
生
と
し
て
卒
業

後
、
株
式
会
社
D
T
S
一
東
証
－
部
一
に
入
社

し
ま
し
た
。

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
本
部
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。
1
4
人

と
少
な
い
部
隊
な
が
ら
、
フ
ィ
ー
ル
ド
は
米
・

中
・
韓
・
印
と
広
く
、
技
術
水
準
も
世
界
ト
ッ

プ
レ
ベ
ル
と
自
負
し
て

　
こ
の
成
功
は
、
I
T
業
界
で
仕
事
を
す
る
上

で
の
基
礎
的
な
知
識
を
学
生
時
代
に
学
べ
た
こ

と
に
加
え
て
、
他
社
に
就
職
し
た
仲
間
や
著
名

な
教
授
の
方
々
と
の
連
携
が
あ
っ
て
こ
そ
と
感

謝
し
て
い
ま
す
。

　
学
生
時
代
に
は
、
社
会
に
出
て
プ
ロ
と
し
て

活
躍
す
る
た
め
に
、
資
格
を
取
得
し
た
り
プ
ロ

グ
ラ
ム
言
語
を
学
ん
だ
り
し
な
き
ゃ
1
－
な
ど

と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
実
際
プ
ロ
に
な
つ
て
み

る
と
、
仕
事
は
細
分
化
さ
れ
て
お
り
、
狭
く
深

い
ま
す
。
大
手
ベ
ン
ダ

ー
向
け
の
フ
レ
ー
ム
ワ

ー
ク
開
発
や
プ
ロ
セ
ス

定
義
な
ど
を
行
っ
て
お

　
　
　
“
、

ヨ

り
、
や
り
カ
い
も
責
任
も
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
で
す
。

　
社
内
で
は
3
0
0
0
人
程
度
の
社
員
の
中

か
ら
最
優
秀
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
会
社
の
取
材
・
広
告

に
会
社
の
顔
と
し
て
出
る
こ
と
も
し
ば
し
ば

で
す
。

　
イ
ン
プ
レ
ス
社
よ
り
『
ま
る
ご
と
要
与
至
』

と
い
う
著
書
も
出
版
し
ま
し
た
。
ま
た
、
執

筆
依
頼
も
あ
り
、
技
術
専
門
誌
の
『
日
経
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
』
に
「
I
T
P
r
o
」
な
ど
を
連
載

し
て
い
ま
す
。

く
知
識
・
経
験
が
問
わ
れ
ま
す
。

　
残
念
な
が
ら
、
資
格
取
得
や
勉
強
は
就
職
時

に
は
多
少
役
に
立
ち
ま
す
が
、
仕
事
に
は
全
く

関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
う
し
た
こ
と
ば
か
り
で
な
く
、
遊
び
・
部
活
・

サ
ー
ク
ル
・
研
究
室
な
ど
で
っ
く
る
こ
と
が
で
き

る
人
脈
を
広
げ
て
、
物
事
を
多
角
的
に
見
る
目

を
養
い
、
人
と
し
て
幅
を
広
げ
る
こ
と
に
も
力

を
入
れ
ま
し
ょ
う
。

　
た
だ
し
、
私
の
場
合
は
、
力
を
入
れ
す
ぎ
て

卒
業
が
危
う
か
っ
た
の
で
ご
注
意
を
（
笑
一
。

㈱0τ5の顔としζ広告仁

地下鉄の御成門駅に出ている広告で、木村さんがモデルに。

紅翔祭実行委員長石高隆仁
　　　　　　傭報文化学科3年〕

　去る1O月21，22日に行われた紅翔祭は、

皆さまのご協力により無事終えることがで
きました。

　前年は強風、前々回は中越地震と自然災

害に見舞われ続けた紅翔祭ですが、今回は

両日とも快晴に恵まれ、キャンパスはたく
さんの来場者と学生たちの声で賑わいました。
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　父母会とみずき会のご後援による文化講

演会では、アテネ五輸アーチェリー銀メダ
リストの山本博氏をお招きいたしました。「成

功を呼び寄せる方法とは」というテーマで、

ご自身の体験談を交えながら大変聞きやす

い切り口でお話しいただきました。会場に

はたくさんの人にお集まりいただき、たび

たび笑い声も沸き上がる和やかな雰囲気で
行われました。

　今回は例年を大きく上回る学生イベント
が企画・運営され、今までとは違った「色」

を出すことができたと思います。メーンテ
ーマである「Wake　up　brand－new　days」にふ

さわしい紅翔祭となりました。今回はその

大きな基盤を確立することができたと思い

ます。これを原点とし、後輩たちが来年度

以降、より良い紅翔祭をつくり上げていっ

てくれるよう願っています。

　最後になりましたが、ご協力くださいま

した教職員、保護者、企業の方々にこの場
を借りて厚く御礼申し上げます。
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智
敏
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「
最
後
の
警
女
」
と
言
わ
れ
た
小
林
ハ
ル
さ
ん
は
1
9
0

0
年
に
三
条
市
で
生
ま
れ
、
2
0
0
5
年
に
胎
内
市
の
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
亡
く
な
っ
た
。
享
年
1
0
5
歳
。
大

往
生
で
あ
る
。
ご
存
命
の
う
ち
に
ハ
ル
さ
ん
の
唄
を
聞
い
て

お
く
べ
き
だ
っ
た
と
後
悔
し
て
い
る
。
そ
こ
で
お
弟
子
さ
ん

の
お
一
人
で
あ
る
萱
森
直
子
さ
ん
が
師
の
一
周
忌
に
お
こ

な
っ
た
追
悼
公
演
を
聞
き
に
い
っ
た
。

　
場
所
は
新
潟
市
か
ら
も
ほ
ど
近
い
出
湯
温
泉
に
あ
る

石
水
亭
と
い
う
旅
館
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
す
で
に
営
業

は
や
め
て
お
ら
れ
た
が
、
か
つ
て
多
く
の
客
で
に
ぎ
わ
っ
た

で
あ
ろ
う
そ
の
座
敷
で
聞
い
た
醤
女
唄
は
と
て
も
意
外
な

も
の
だ
っ
た
。

　
明
る
い
の
で
あ
る
。
演
目
は
祭
文
松
坂
「
石
童
丸
」
。
も

っ
と
義
理
人
情
ど
ろ
ど
ろ
で
怨
念
こ
も
っ
た
世
界
か
と
思
っ

て
い
た
ら
、
ま
っ
た
く
違
っ
て
い
た
。
き
ざ
に
表
現
す
れ
ば
人

問
存
在
が
全
面
的
に
肯
定
さ
れ
て
い
る
の
だ
。
「
世
の
申
に

は
い
ろ
ん
な
人
が
い
る
け
れ
ど
、
み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
で
い
い

じ
ゃ
な
い
か
」
と
い
う
、
ほ
と
ん
ど
『
千
と
千
尋
の
神
隠
し
』

状
態
で
あ
る
。
こ
れ
は
春
を
待
ち
わ
び
て
い
る
人
が
聞
き

た
が
る
も
の
だ
と
実
感
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
越
後
の
人
た

ち
は
長
い
間
、
多
く
の
替
女
さ
ん
た
ち
を
各
集
落
で
大
事

に
遇
し
て
き
た
の
だ
ろ
う
。

　
同
時
に
、
こ
れ
は
長
編
詩
だ
と
も
思
つ
た
。
す
る
と
ど

う
し
て
も
思
い
出
す
の
は
金
時
鐘
の
『
新
潟
』
で
あ
る
。
長

編
詩
の
伝
統
が
な
い
日
本
語
文
学
に
お
い
て
金
の
詩
は
異

彩
を
は
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
形
式
上
の
特
質

以
上
に
金
の
作
品
を
光
ら
せ
て
い
る
の
は
、
そ
の
力
強
い
人

間
肯
定
で
あ
る
。
金
が
語
る
人
間
は
驚
く
ほ
ど
多
様
で
あ

る
。
「
人
間
は
O
O
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
人
を
枠
に

は
め
る
発
想
を
根
底
か
ら
否
定
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
一
」
う
い
う
多
様
性
の
賛
美
は
考
え
て
み
れ
ば

当
然
か
も
し
れ
な
い
。
盲
目
で
あ
る
た
め
に
社
会
か
ら
排

除
さ
れ
る
可
能
性
の
高
い
替
女
さ
ん
や
、
常
に
そ
の
他
者

性
を
自
認
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
在
日
の
人
々
に
と
っ
て
、

日
本
の
社
会
や
国
家
が
語
る
「
理
想
の
人
間
像
」
な
ど
、

差
別
を
正
当
化
す
る
根
拠
以
外
の
何
に
見
え
た
だ
ろ
う

か
。
そ
ん
な
「
理
想
」
な
ど
無
視
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
人
は
自

分
が
な
り
た
い
よ
う
に
自
分
を
変
え
て
い
っ
て
良
い
は
ず

だ
。
小
学
生
の
こ
ろ
、
教
室
の
後
ろ
の
書
棚
に
あ
っ
た
偉
人

伝
に
は
嫌
悪
感
し
か
持
た
な
か
っ
た
が
、
そ
の
理
由
が
今

に
な
っ
て
少
し
分
か
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
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